[bookmark: _GoBack]＜給付額の計算例＞
※（厚労省告示の「高度難聴用耳掛け型補聴器」の基準額（１）：46,400円）＞

購入額が180,000円（2）の場合


～（１）と（２）どちらか少ない額（①）：46,400円
【１】非課税世帯の児童（※負担額（②）：０円）
	【給付額】
	①
	46,400円
	－
	②
	0円
	＝
	46,400円

	【自己負担額】
	購入額
	180,000円
	－
	給付額
	46,400円
	＝
	133,600円



【２】非課税世帯の成人及び課税世帯の児童（※負担額（②）：①の3割）
	【給付額】
	①
	46,400円
	－
	②
	13,920円
	＝
	32,480円

	【自己負担額】
	購入額
	180,000円
	－
	給付額
	32,480円
	＝
	147,520円



【３】課税世帯の成人（※負担額（②）：①の5割）
	【給付額】
	①
	46,400円
	－
	②
	23,200円
	＝
	23,200円

	【自己負担額】
	購入額
	180,000円
	－
	給付額
	23,200円
	＝
	156,800円



購入額が30,000円（2）の場合


～（１）と（２）どちらか少ない額（①）：30,000円
【４】非課税世帯の児童（※負担額（②）：０円）
	【給付額】
	①
	30,000円
	－
	②
	0円
	＝
	30,000円

	【自己負担額】
	購入額
	30,000円
	－
	給付額
	30,000円
	＝
	0円



【５】非課税世帯の成人及び課税世帯の児童（※負担額（②）：①の3割）
	【給付額】
	①
	30,000円
	－
	②
	9,000円
	＝
	21,000円

	【自己負担額】
	購入額
	30,000円
	－
	給付額
	21,000円
	＝
	9,000円



【６】課税世帯の成人の場合（※負担額（②）：①の5割）
	【給付額】
	①
	30,000円
	－
	②
	15,000円
	＝
	15,000円

	【自己負担額】
	購入額
	30,000円
	－
	給付額
	15,000円
	＝
	15,000円



